研究ノート  大阪観光大学における 新型コロナウイルス感染症に対する学生の意識調査アンケート by 小森 三恵 & 白神 昌也





Attitude survey questionnaire of the student 
for the new Covid-19 infectious disease in Osaka University of Tourism 
- Based on new Covid-19 infectious disease correspondence of Osaka University of Tourism - 
 
小森 三恵*・白神 昌也** 
KOMORI Mie・SHIRAKAMI Masaya 
 
This report carried out the attitude survey of the student in the corona evil and analyzed it. One hundred and sixty-eight students 
responded to an online questionnaire concerning their activities during the state of emergency declaration in 2020 and attitudes to 
the COVID-19. The respondents mostly spent their time resting, studying, or self-reflection at home. Over 88% of the respondents 
increased awareness as a member of society, and some reported that they practice protective behaviors to the COVID-19 for other 
people. We also found that 77% of respondents expected social shifts, including online systematization. 50% of the respondents 
reported that they feel anxieties about their future issues, such as finding employment in the tourism industry. On the other hand, 
24% think of the current situations by COVID-19 as good opportunities and experiences. 
 



























開始したのは、2020 年 2 月 3 日に実施された卒論発表
会の時である。当初は全学的に実施される予定であった
発表が、規模を縮小して全員マスク着用のもと実施され
た。この時期は、まだ国内感染者は累計 16 名であった。 
 この後、大学の主要行事は卒業式（3 月 18 日）の挙行
であったが、学外に会場を設けて行われる予定が、急遽
学内においてゼミナール単位で各教室で行われた。この
時期の国内感染者は累計 873 名（前日より 44 名増加）
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 調査は 2020 年 9 月 4 日～30 日に実施した。 
2) 調査方法 





 調査対象者は大阪観光大学の在籍学生 922 名（2020 年










































































































































注）4 つ以上回答している 40 名を含めて分析対象とし、項目ごとに回答率を算出した。 
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表－１ 自宅で過ごす時間で考えたこと・学んだこと（回答者数：52） 
カテゴリー 件数 回答例 
勉強 9 撮影、ps、AI など興味があることを学びました。 
健康 1 何より健康が一番重要です。 

















趣味 3 新しい趣味を見つけた。 























注）3 つ以上回答している 42 名を含めて分析対象とし、項目ごとに回答率を算出した。 































大阪観光大学研究論集（旧大阪観光大学紀要）第 21 号（2021 年 3 月）  69 
表２ 「社会の一員」として行動したこと・学んだこと・考えたこと（回答者数：27） 
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表－３ 予想される具体的な変化（回答者数：31） 


































































表－４ 自らの将来に対して「チャンス」「変わらない」「不安」と思う理由  
カテゴリー 件数 回答例 











変わらない 4 自分がやりたいことや従来何をしたいかはっきり分かってます。  











将来 3 先がわからず、不安に感じる。 
注）一部、回答内の誤字を修正した。 
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